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車庫の完成で移動需要の増加に対応

小田急バス株式会社
不動産ソリューション部長　　　　　　　
バス事業本部　開発プロジェクト推進部長　

下村　友明

ＫＹ活動徹底し無事故・無災害達成

施
工
の
ポ
イ
ン
ト

工
事
概
要

設計コンセプト

独自技術ハイパーアスコンにより耐流動性を確保

小田急バス株式
会社新百合ケ丘営業所車庫造成　竣工

（７） （第３種郵便物認可）２０２２年　（令和４年）　１１月７日　（月曜日）

　新百合ケ丘駅は、当社が小田急線へ乗り入れする路線数・便数とも最多の
駅であり、同駅には横浜市営地下鉄の延伸計画があるため、移動需要の増加
が期待されています。また、当駅発着路線を担当する町田・登戸両営業所の
さらなる効率化も実現するため、当社はこの度「新百合ケ丘営業所」を開業
しました。
　本営業所は、バス駐車台数が約台となる当社でも最も大きな規模の営
業所となります。約２万平米の車庫については、従前ゴルフのショートコー
スであったことから、起伏のある地形を造成した実績や、公共交通機関を施
工した実績がある、三井住建道路さんに計画から携わっていただきました。
　同社には当社の事業特性をよく理解していただき、機能性や耐久性に優れ
た自社商品（ハイパーアスコン）を提案していただいたほか、近隣に十分に
配慮しながら施工に努めていただきました。計画途上では新型コロナウイル
ス感染症の流行によりプランの見直しが発生しましたが、予定工期内に期待
以上の出来栄えに完工していただき、深く感謝しております。
　当社は昨年創業年を迎えました。今まで以上に地域に根ざすことを目標
に掲げ、小田急グループの一員として地域活性化に取り組む所存です。

地域住民を招待した小田急バス主催のイベント
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◆工　事　名　称：小田急バス株式会社新百合ケ丘営業所車庫造成工事
◆所　　在　　地：川崎市麻生区王禅寺西四丁目番ほか
◆発　　注　　者：小田急バス株式会社
◆設計監理・施工：三井住建道路株式会社
◆施　工　面　積：，㎡
◆工　　　　　期：年８月１日～年９月日

　建設地は、住宅地が近く昼夜バスの出入りがあるため、騒音・
排気ガスなどの環境に配慮した設計を目指し、小田急バス様と協
議を行ってきました。
　造成地はもともとゴルフのショートコースで起伏の激しい地形
となっており、各所に擁壁が必要だったため、地盤耐力などの検
討を行いました。

　施設は車両の出入りが多いため、維持修繕の抑制やコストを考
慮し、最適な舗装構成を検討し、その結果駐車場部分はコンクリー
ト舗装とアスファルト舗装の両特徴を持った半たわみ性舗装、ま
た車路については耐流動性に優れた高耐久アスファルト混合物の
ハイパーアスコンを採用しました。騒音対策として、外周は防音
効果のあるフェンスの設置を検討しました。
　完成後、新百合ケ丘営業所車庫の活用によって小田急バス様の
地域に根ざした発展とバス運転手がより快適に働けるようになる
ことを祈念しています。

　小田急バスが川崎市麻生区で整備を進めていた新百合ケ丘営
業所が完成し、営業を開始した。新百合ケ丘エリアは、公共、
文教、商業、オフィスなどさまざまな施設が集積する川崎市を
代表するベッドタウンで、新百合ケ丘駅に同社が乗り入れする

路線数・便数は、小田急線の駅で最多。横浜市営地下鉄の延伸
も計画されており、将来的な利用者の増加を見据え、約台
のバスが駐車する同社最大規模の営業所として新設された。車
庫は約２万㎡で、設計・施工はともに三井住建道路が手がけた。


